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かぎ針のしめ縄リース（お花＆鏡餅） 

* - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * - * 

■使用糸…ミディ 

      （ウィスター毛糸） 

■使用針…かぎ針 5号 

■使用量…それぞれ少々 

 鏡餅でも 1/2玉使わないぐらい 

 

■その他の材料… 

 中に詰める綿 適量 
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■ 編み方（鏡餅） 

鏡餅は、みかんと餅をそれぞれ、てっぺんから底に向かって編んでいきます。 

それぞれ輪の作り目をし、細編みで増し目・減らし目しながら編み、底をとじる前に綿を詰めて編みます。 

 

餅を編む際、10 段目を編むときに、前段の細編みの頭 2 本の手前側だけを拾って編むと、くびれが付きやすく

なります。 

そのまま、餅だけで飾るなら、くびれをしっかりつけて編んだ方がいいかと思いますが、上の写真のように、く

びれ部分に毛糸を巻くなら、必須というほどではないので、お好きな方で編んでください。 

 

鏡餅が編めたら、最後は糸端を少し長めに切っておきます。 

みかんが編めたら、編み終わりの糸を使って、鏡餅にしっかりと縫い付けておきます。 

 

■ 編み方（お花モチーフ） 

① わの作り目をし、細編み 6目編みます。 
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② 1段目の細編みの頭 2本のうち、手前側の 1本だけを拾って、1目に細編み＋長編みを編みます。 

 

 

③ 次の目には、長編み＋細編みを編みます。 

 

 

④ 細編み＋長編み、長編み＋細編みの順番で 1周編みます。 
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⑤ 編み終わりは引き抜かず、1段目の拾わなかった方を拾って細編みを編みます。 

 

 

⑥ 1目につき細編み 2目編みいれ、1周 12目編みます。 

 

 

⑦ ②～と同じように、⑥で編んだ細編みの頭 2本の手前側だけを拾って、細編み＋長編み・長編み＋細編みを

繰り返して 1周編みます。 
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⑧ ⑤～と同じように、⑥で編んだ細編みの拾わなかった 1本を拾って細編みを編みます。 

今度は、細編み 2目と細編み 1目を交互に編んで、1周 18目にします。 

 

 

⑨ ②～と同じように、細編み＋長編み・長編み＋細編みを編んでいきますが、⑧で編んだ細編みを普通に拾っ

て編みます。 

 

⑩ 最後は、⑨の最初の細編みに引き抜いて完成です。 

 

 

 

※ 編み図は次のページにあります。 
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■ 編み図 

 


